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（1）土佐藩から高知県へ
し ゅっぺいたいせいほうかん

土佐藩出兵大政奉還ののち、
ばく．;．

新しい政府の命令に対して旧幕府
けいおう

軍は反発し、1868（慶応4）年
とばふしみ

1月、京都の鳥羽・伏見で戦いと
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戊辰戦争に参加した人たち
なりました。新しい政府が国内を（前列中央が板垣退助で､後ろの列左はしが片岡健吉です｡〉

よく ぼしん

統一する戦いは、翌年の5月まで続きました。これを戊辰戦争とい
いたがきたいすけかたおかけんきち

います。土佐藩からも板垣退助・片岡健吉ら1,000人あまりが参加
ていひ

しました。この戦いで東北地方に進んだ時、板西村左平次邸跡の碑（稲生）

鐸織鶴
垣退助は、これからの政治のあり方について深

く考えさせられたといいます。
さかい

堺事件鳥羽・伏見の戦いのあと、大阪の堺

を警備していた土佐藩の兵士が、許可を受けず

に上陸してきたフランスの軍艦デュプレー号の

水兵たちの勝手な行動にたえかねて発ぽうし、

11人を殺して問題となりました。
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北代健助の墓（十市）

＝
政府と土佐藩は、今、外国とあらそいご

とを起こすのはよくないと考えて、藩兵た

ちのとったおこないの正当性や使命感を無視

し、フランスの要求を無条件に受け入れました。
にLむらさへいじきただい

その結果、発ぽうした西村左平次・北代
けんすけみようこぐじせ令

健助ら11人は堺の妙国寺でつぎつぎに切
ぷく

腹をし、命をたちました。
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めいじ

明治となって新しい政府は、天皇を主権者とした近代国家をつ

くるために、つぎつぎと政治や社会の改革をすすめていきました．
い しん I量llづめ

これを明治維新といいま 文明開化の様子（今の高知市堀詰）

す。
えど

江戸は東京とあらため

られ、年号も1868年9
け い お う

月に慶応から明治としま

した。大名も武士もいな
しみんびょうどう

ぐなって四民平等とな
へいみん みようじ

り、平民も堂々と苗字を

名のり、職業・住まい・田畑の売り買いが自由になりました。
さかいまち

馬車がはじめて高知の､丁を走u，堺町にランプがともされました。

人びとは少しずつ生活をかえていきましたが、古い考え方もまだ残

り、差別も残されました。
はいはんちけん

新政府はまた、廃藩置県をおこない、県知事は政府より命ぜられ

ることになりました。土佐藩は高知県となり、県内の7つの郡は

230の区に分けられました。
明治のはじめのころの高知県庁

南国市では24の区ができて、
二ちょ うふく

区ごとに戸長・副戸長がお力

れました。
おさ

江戸時代に米で納めていた
ねんくﾞちそ ちか

年貢は地租とかわり、地価

(土地のねだん）の3％を土

地の所有者がお金で納めるよ

うになりました。
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軍隊をつくる新政府は、

外国にまけない強い軍隊を

つくることにも力を入れま

した。1873（明治6）年、
ちようへいれい

徴兵令を出して、国民に20
へいえき

才以上の男子は全員兵役に

つくという義務をおわせま

した。これにより軍隊は、

長い間続いてきた武士の集

団から、職業に関係なくよ

こぐゆ

｢徴兵告諭」（現代語にかきなおしたもの）

明治維新によって、諸大名はその領地を返し、藩は県

と改められた。武士は給料をうばわれ、刀をはずし、四

民がようやく自由の権利を得たのである。これは、上下

の区別をなくして人権を同じにする道である。つまり

兵と農を合わせて一つにするもとである。新しい士は

むかしの士とは異なり、すべて、一般の国民であるから

国に報いる道も人による区別はなくなった。

およそ、この世界においては、税のないところはない．

その税をもって、国の費用にあてている。そうであるな

ら、人間というものは、いうまでもなく、心から国につ

くさないということではいけない。欧米人は、これを血

税といっている｡その生き血をもって国に報いるためである…

西洋の諸国は、数百年来、研究や実践を行って兵制を

定めている。したがって、今回、その長所をわが国に取

り入れ、むかしの軍政の欠点を補い、海軍・陸軍の二つ

をつくり、全国四民の男児二十歳に達した者は、みんな

兵役につき、それで、国が危いときに備えるものである。

び集められた男子が組織する軍隊へとなったのです。国民の多くに

徴兵をきらい、徴兵をのがれる方法を書いた本がとぶように売れま

した。
が 〈 せ い

学校ができる政府は1872（明治5）年、学制をきめて、男子

も女子も区別なく小学校で教育を受けさせる義務をおわせました

近代国家をつくるためには、国民の教育を充実させなければいけを

いと考えたのです。寺子屋がなくなり、村に学校がつくられました

はじめのころは授業料がいる上に、多くの人々は生活にゆとりがな

く、入学できた児童はわずかなものでした。しかし、明治の終わ達

学校雲

上倉

中谷

白木谷

八 京

植野

植田
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明治13年のころの児童の数

児童数

36

23

学校名

久 礼日

比江・国分・左右山

八 蝋

中富

常通寺島

小 篭

児童数

42

('[

22

“

3［

26

(市内の一部）

学校ご； 児童勢

小野 5〔

廿狼 劃

後免 92

坂折 29

篠原 48

明見 36

｢南国市史」より



しゅうがくljっ

には、就学率は90％をこえるまでにな1886(明治19)年の副ﾛ県の児童の緋舞§(%）

りました
かとう

はじめのころの小学校は下等4年間
じようとう

(6～9才)、上等4年間（10～13才）肩国市史｣よも

の2つに分かれ、それぞれ、6か月ごとに進級しました。卒業証書

は、試験に合格した人がもらいました。
じよう こうとう

1886（明治19）年になって、じん常小学校4年、高等小学校4

年とかわり、親は、じん常小学校を卒業させる義務をおいました。

読本の教科書
D

y

小学校の教科（例；

明治34年の卒業写真（国府小学校：
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通っている児童

70．4〔

37．7〔
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いっさ いしん

あぶらとり－摸新政府は、明治維新の改革をつぎつぎとすすめ

てきましたが、国民の生活はよくならず、苦しくなり、人びとは政

治に対して不安や不満をもつようになりました。こうした不満は、
かいほうれい ちそかいせぃ ちようへい

解放令反対・地租改正反対・学校反対・徴兵反対などの一模とし

て全国のあちこちでおこりました。
はた あがわ

高知県でも、幡多郡・吾川郡・土佐郡で、明治のはじめに解放令

反対・徴兵反対の一摸として不満がばく発しました。

これらの一撲は、あぶらとり一摸とよばれています。
こせき ぎゅうこう

これは、徴兵のための戸籍しらべと、当時、五台山の吸江病院
ちl〕よう

にいたイギリス人の医者が治療をしていたことがまちがって伝えら

れ、若者をベッドにしばりつけて下からロウソクであぶってあぶら

をとり、生き血をすわれるといううわさとなったのです。
こくゆ

うわさを知っておどろいた政府は、徴兵告諭の文章をやさしく書

き直した「てうへいのおさとし」を発行するいつぽう、一楼をおこ

して反対する人たちを打ち首にするなど、きびしくとりしまりまし

た。

【ﾅつぜい

血税一 撲

高知県幡多郡川登村では、徴兵にまつわるうわさでたいへんでした。「兵隊にいった若ものは、

生き血やあぶらをしぼりとられるそうだ｡」「その血で、横浜の異人が飲む赤い酒をつくったり、

赤ゲット（毛布）や軍服をそめたりするそうだ｡」しぼりとったあぶらは鉄砲や靴をみがくのに

つかうそうだ｡」戸長は「お上のおふれ（政府の命令）ではな、若ものはだれでも兵隊にいって、

お国のためにはたらけといっているのだ。生き血をしぼるなんてとんでもない｡」と村人をなだ

めてまわりました。

おふれ（徴兵告諭）のなかにつぎのような文章があったのです。ミ国の中にあるすべてが税

だと思え、その税をお国のご用にたてるのだ。だから、国民は兵役の義務をつくしてお国の役

にたつのも税とおもわなければいけない。西洋人は、これを血税とよんでいる。つまり、国民

はその生き血で国にむくいる、という意味である。''……幡多郡川登村の農民たちは、手に手に、

こんぼう、くわ、かま、竹槍、それに火縄銃までたずさえて、たちあがりました。総勢五○○

人あまりでした。

（｢あかるい社会・日本の歴史3」岩崎書店）
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